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平成28年度第38回通常総会を開催平成28年度第38回通常総会を開催平成28年度第38回通常総会を開催
　第38回通常総会が去る５月20日、ホテル青森「善知鳥の間」で開催された。

　当日は、会員198名のうち49名出席（他委任状提出108名計157名）された。

　司会は、八戸支部石橋理事が担当、髙地副会長の開会宣言によりはじまり、前回以後に亡く

なられた１名の会員に黙祷を捧げたあと、ご来賓の皆様からご祝辞をいただいた。議事に先立

ち議長に十和田支部山岸孝行氏、副議長に五所川原支部山崎博見氏を、議事録署名人に十和田

支部生出修太氏と五所川原支部川口大輔氏を選任した。

　議事に入り、第１号議案から第５号議案は提案どおり承認された。

石橋一恭理事

大西健造連合会会長

右：議長　　山岸孝行　氏
左：副議長　山崎博見　氏

髙地豊人副会長

友藤智朗労働局長

総会の様子



青森県社会保険労務士会会報⑶　平成28年7月号 第126号

　皆様、金曜日のお忙しいところ今年度の通常総会にご出席いただき、本当
にありがとうございます。特にこの１年間は、会の運営は大変忙しい年でし
たが、事業運営にご協力いただきまして感謝申し上げます。また、東日本大
震災から５年が経過し、今また熊本県で大震災が発生しました。亡くなられ
た皆様のご冥福をお祈りいたします。

　本日は、友藤青森労働局長には、大変お忙しい中ご出席いただき、誠にありがとうございます。
また、全国社労士会連合会の大西会長は、昨夜から青森入りし、今日は午前10時から若手社労士
との意見交換会もしていただきました。若手社労士にとっていい機会を与えていただいたと思っ
ております。社労士会は、これから大変忙しい１年が続くと思います。私の挨拶は、平成27年度
の事業報告、平成28年度の事業計画に端的にしっかり書いております。後程、専務から具体的な
説明があると思いますが、私はその「気持ち」を挨拶で述べたいと思います。年金関係は、「街
角の年金相談センター」をとりましても大変忙しく、各年金事務所にも年金相談窓口を配置して
おります。そして、青森県の場合は、街角の年金相談センターができる前から青森銀行とみちの
く銀行と協力して、県内で５、６ヵ所に社労士を配置し事務量は大変多いと思っております。そ
ういう点では、年金関係はスムーズに進んでいると思っております。次に、青森県の商工労働部
からの委託事業の「子育て女性の就職応援業務」が来月から始まります。今後も我々のできる力
を出し切って協力していきたいと思っております。長年の間、ADRについてはうまく進展しま
せんでしたが、ここまで来たら腹を決めて弁護士事務所と個別に協議して進めることにいたしま
した。既に、髙地副会長を委員長として、この総会が終わりましたら直ちに準備に入って、スター
トしていただきたいと考えております。また、成年後見人制度に関しても、皆さんが本当に本気
になって一定の人がやれるのであれば、準備態勢に入って進めていきたいと考えております。大
学院の関係では、弘前大学で２名の社労士が授業を持っておりますが、そろそろ大学と社会保険
労務士会との協定書を正式に締結することが検討されており、早期の締結を目指したいと考えて
おります。ぜひ、修士課程に入学したい方があれば会に申し出ていただきたいと思います。間も
なく50周年を迎えますが、小さな団体であってもやろうとすれば会館も取得できるし、やろうと
すればお金を貯めて準備もできます。平成27年度は２百万を積立てし、今年度も２百万円を積立
てするという予算を組みました。平成30年の年までには、皆さんの英知を結集して50周年の大き
な区切りに向けて進んでいきたいと思っております。次に新SPRについては、セキュリティー基
準を明確化し、顧客により分かりやすい個人情報保護およびマイナンバー制度対応を示し、一人
で自宅開業している社労士でもプライバシーマーク等の「第三者による認証」に匹敵する制度に
していきたいと考えております。最後に、ここ何年かの社労士会の流れを見ると、昔は社労士会
にやってほしい希望が多かったように思いますが、今、私自身会の会長として１年仕事をしてい
ると、会のやっていることについてこられない会員も相当いるように感じております。従いまし
て、県内６支部でしっかり研修をしてそれらに乗り遅れないようにしていただきたいと思います。
これは我々のためよりお客様のニーズでありますので、質の高いいい団体、いい社労士となるこ
とを望んで挨拶といたします。今日は長時間となりますがよろしくお願いいたします。

青森県社会保険労務士会
会長  葛西一美

● ● ● ●　会長あいさつ　● ● ● ●
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　青森労働局長の友藤でございます。本日は青森県社会保険労務士会第38回通常総会が盛大に開
催されますこと、心からお祝い申し上げます。また、日頃より葛西会長はじめ社会保険労務士会
の皆様には、労働行政の推進にあたりまして、格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げま
す。
　さて、青森県の労働情勢ですが、県内の有効求人倍率が初めて１倍を超えました。直近の３月
で1.03倍となり、青森県で１倍を超えたときの初めての局長が私であるということで、大変うれ
しく思っております。また、平成27年の平均でも0.95倍と、過去最高の情勢であり雇用環境は良
くなってきております。
　そうした情勢を踏まえまして、私どもは、雇用管理改善いわゆる雇用の質を上げていくという
ことに力を入れております。つまり、年次有給休暇の取得促進、時間外労働の削減、女性活躍促進、
非正規労働者の正社員転換等に力を入れておるところであります。ぜひとも皆様方にもご理解を
いただきまして、私どもの施策にご協力をいただきたいと思っております。働き方改革につきま
しては、安倍政権の一丁目一番地の施策ということで、昨年末、「青森県働き方改革推進協議会」
を開催いたしまして、非正規労働者の正社員転換と待遇改善に向けた取り組みに関する合意をま
とめて、青森県・労働局・経営者協会・連合の４者で相互連携して対策を進めていこうというこ
とになっております。ただし、４者だけで普及していくと思っておりません。ぜひとも事業主の
身近に立たれております、社労士の皆様のご協力も必要と考えております。よろしくお願い申し
上げます。それから、今年の４月より、女性活躍推進法が施行になり、計画の届出実施という
ことになっております。４月１日に、「えるぼし認定」を青森銀行が初めて受けました。これは、
全国でも銀行が受けたのは初めてであり、女性活躍推進についても県内では少しずつ取り組みが
浸透しつつあると思っております。少子高齢化をむかえる中、県内人口130万人を切り、これか
ら地域の雇用を支える女性の社会進出、地位の向上は重要になってまいります。ぜひとも企業の
指導にあたりましては、そうした観点もご指導いただければありがたいと思っております。働き
方改革を加速するために、すでに育児介護休業法の改正案が可決され、同一労働同一賃金につき
ましても、さらに深掘をするべく検討されております。労働関係は非常に施策が変わってくる時
期でありますが、皆様方勉強も大変だと思いますが、ぜひとも事業主に浸透するようお力添えい
ただければと思っております。いろいろな課題につきましては労働部局内では複数の部局で担当
しておりますが、特に働き方改革については一体的に取り組んでいく必要があることから、従来
の総務部企画室と雇用均等室を統合して雇用環境均等室を設置いたしました。そうした組織があ
るということをお見知りおきください。
　また、雇用環境均等室では、働き方改革だけでなく労働紛争関係も担当しております。ぜひと
も今後ともお付き合いいただきたいと思っております。話は変わりますが、新しい動きといたし
まして、本年１月から一部の書類にはマイナンバーの記載をした届出をしていただくこととなっ
ております。ハローワークでも個人情報の取り扱いについては細心の取り扱いをしておりますが、
マイナンバーについては社会的な関心も高く取り扱いについても厳格にしたいと思っておりま
す。社労士の皆様方におかれましても、マイナンバーの取り扱いについて十分留意をいただけれ
ばと思っております。何事も行政だけではなかなか進みません。ぜひとも、皆様方のお力をいた
だきたいと思っておりますので今後ともよろしくお願い申し上げたいと思っております。
　最後になりますが、青森県社会保険労務士会並びに会員の皆様方の益々のご発展と本日ご参集
の皆様方のご健勝を祈念いたしまして、簡単ではありますがお祝の言葉とさせていただきます。
本日は大変おめでとうございます。

青森労働局長　友　藤　智　朗青森労働局長　友　藤　智　朗
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　本日ここに、青森県社会保険労務士会平成28年度通常総会が盛大に開催されますことを心からお祝い申
し上げます。
　また、葛西会長並びに役員をはじめ会員の皆様方には、日頃より、連合会の会務運営に多大なるご支援
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　東日本大震災から５年が経過し、復興への取組みが進んでいたところ、今般、九州地方で熊本を中心と
した地震が発生し、甚大な被害が発生致しました。亡くなられた方々のご冥福を心からお祈り申し上げま
すとともに、負傷された方々、未だ余震が続くなかで避難生活を余儀なくされている方々に、心からお見
舞いを申し上げます。
　連合会では、全国社会保険労務士政治連盟とともに、被災地域の県会、関係機関と連携を図り、被災地
の一日も早い復興のために支援活動に全力で取り組んでまいります。
　さて、一昨年の第８次社労士法改正で実現した項目のうち、紛争目的価額の上限引上げと補佐人制度の
創設については、昨年４月１日より、一人法人制度につきましても本年１月１日から施行され、これによ
り全面施行となりました。
　今後は、積み残しとなっている課題について、全国社会保険労務士政治連盟と連携し、さらなる社労士
制度の充実を図るため取組んでまいりますので、引き続き会員の皆様方のお力添えを賜りますようお願い
申し上げます。
　また、今年１月からマイナンバー制度の運用が開始されました。連合会では、「社労士のためのマイナン
バー対応ハンドブック」を作成し、ホームページに掲載するとともに、ハンドブックの内容を解説した研
修講座をｅラーニングにおいて配信致しました。また、社労士がマイナンバーに積極的に対応しているこ
とを広く国民にアピールするための社労士個人情報保護事務所（ＳＲＰ）認証制度も、６月から新制度に
移行する予定です。新制度では、特定個人情報保護評価の仕組みを取り入れ、客観的な信頼性を高めてお
りますので、より多くの事務所が認証されることにより、新たなビジネスモデルが創出されると確信致し
ております。
　さて、私は、会長就任以来、「５つの柱」に掲げた事業を重点事項と位置づけ積極的に推進してまいりま
した。
　第１の柱としている「社労士のビジネス業域の拡大」については、これまで医療現場における勤務環境
の改善を目的に医療労務コンサルタント制度の充実を積極的に推進した結果、多くの社労士が業務領域を
拡大し、活躍の場を拡げております。さらに、介護・保育・建設業界等の各分野においても活躍の場を拡
げてまいりたいと考えております。
　また、サイバー法人台帳ＲＯＢＩＮＳを利用した経営労務診断サービス事業については、ビジネスに繋
げていくための具体的支援を行うとともに、制度への理解がさらに深まるよう取組んでまいります。
　さらに、４万人の会員の約３分の１を占める勤務社労士に目を向け、更なる地位向上と勤務先等での能
力発揮に資するとともに、社会的評価が高まるような施策についても検討致したく存じます。
　第２の柱は、「社労士の社会貢献活動」でございます。
　次世代を担う学生に向けた学校教育事業を一層推進し、関係行政機関への協力などを通じて、専門的な
立場から、引き続き社会貢献を果たしてまいりたいと考えております。
　また、街角の年金相談センターは、すでに多くの国民から広く認知され利用実績を積み上げております。
相談員研修の充実が図られ、質の高い年金相談が好評を得ており、引き続き、適切な運営を行うとともに
未設置県の解消に向けて取組んでまいります。
　第３の柱である、「社労士の業域保全」としては、非社労士による業務侵害行為について、都道府県会と
の連携により情報収集を徹底し、未然防止に努め、侵害行為に対しては厳格に対処してまいります。
　第４の柱である、「広域的な広報活動の展開」については、「社労士の日」に合わせたラジオ番組広報を
実施致しました。その他、社労士法改正施行に合わせた新聞での対談記事の掲載や社労士業務を紹介する
動画を有効に活用した広報活動等も行うとともに、連合会ホームページを全面改訂し、必要な情報をより
タイムリーに情報発信できるよう展開しています。
　最後の第五の柱は、「国際化事業」でございます。
　インドネシア共和国における社会保険制度の構築支援については、大きく進展しており、昨年度は、Ｊ
ＩＣＡの事業を連合会が受託し、研修の企画運営を行いました。さらに現地での調査団への同行やセミナー
開催も実現致しました。このような国際的な支援事業を通じ、社労士制度の国際的な認知度が高まるよう
ＩＬＯ及びＪＩＣＡ等の関係機関との連携をさらに強化してまいります。
　一方で、職業倫理の徹底を図るための研修、広報等の事業を拡充することとし、社労士の信頼向上に努
めることを国民に向けて表明致しました。会員の皆様におかれましては、社労士法第一条に目的として掲
げる「事業の健全な発達と労働者等の福祉の向上に資する」という理念に立ち返り、業務に取組んでいた
だきますようお願い致します。
　社労士制度は、２年後に制度創設50周年を迎えます。これまで、制度発展のために多大なるご尽力をい
ただいた先人たちの功績に心から感謝するとともに、50周年からその先を見据え、将来の社労士像を描き
ながら、様々な事業展開を進めてまいりたいと考えておりますので、変わらぬご支援とご協力を賜りたい
と存じます。
　最後になりますが、貴会の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、私
のお祝いの言葉と致します。

会  長　大　西　健　造会  長　大　西　健　造
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連合会大西会長との意見交換会
　日　　時：平成28年５月20日（金）　10時～12時
　場　　所：ホテル青森４Ｆ「桃の間」
　出席会員：９名

（青森支部） 葛西　一栄　氏 （八戸支部） 島守　雅之　氏

葛西　康也　氏 西塚　洋和　氏

稲田　紀子　氏 （弘前支部） 鈴木　清公　氏

齋藤　憲昭　氏 （五所川原支部）
　

川口　大輔　氏

葛西　周吾　氏

　５月２０日（金）の通常総会前に、連合会大西会長との意見交換会が行われました。

　大西会長からの連合会情勢・社労制度推進に関する５つのテーマを中心に今後の方向性につ

いて説明があった後、業域拡大に関することなど多岐にわたる様々な意見交換をしました。

　今回の意見交換会は「月刊社労士7月号」に掲載予定です。そちらも是非ご覧ください。

意見交換会の様子

大西会長（前列中央）と出席会員



平成27年度伝達研修会
　日　　時：平成28年３月４日（金）　13：00～17：00
　場　　所：ホテル青森４Ｆ「錦鶏の間」
　参 加 者：各支部役員

【研修内容】
　Ⅰ　介護事業労務管理研修について	 講師：青森支部　　葛西　康也 氏
　Ⅱ　マイナンバー制度への対応について	 講師：十和田支部　石倉　伸一 氏
　Ⅲ　�多様な正社員の導入及び無期転換ルールへの対応
　　　に係る支援等事業コンサルティングについて	 講師：青森支部　　榊　　直哉 氏
　Ⅳ　特定個人情報保護評価研修について	 講師：八戸支部　　島守　雅之 氏
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島守　雅之　氏

研修会の様子研修会の様子

葛西　康也　氏 石倉　伸一　氏

榊　直哉　氏
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支 部 の 活 動 報 告
青　森　支　部
〇平成28年度青森支部総会
日時：平成28年５月13日（金）16：00 ～
場所：アップルパレス青森
出席者数：22名

議事
第１号議案　�平成27年度事業報告承認に関する件
第２号議案　�平成27年度収入支出決算承認に

関する件
第３号議案　�平成28年度事業計画（案）に関す

る件
第４号議案　�平成28年度収入支出予算（案）に

関する件

〇第１回研修会
日時：平成28年７月22日（金）14：00 ～ 16：50
場所：青森市男女共同参画プラザ
　　  （フェスティバルシティ「アウガ」内）
　　　５階　研修室

研修内容・講師：
①「高年齢者雇用安定助成金について」
　　�独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支
援機構青森支部　高齢・障害者業務担当員

　沼田　明夫 氏
②「無期転換ルールとその特例について」
　　青森労働局　雇用環境・均等室 室長補佐

加藤　秀樹 氏
③「個別労働紛争解決援助制度の活用について」
　　同・労働紛争調整官　　　  新田　良晴 氏
④「�マタハラの防止、改正育児・介護休業法、
改正男女雇用機会均等法の概要について」

　　同 ・ 雇用環境改善・均等推進指導官
高須賀左知 氏

⑤「両立支援等助成金のポイントについて」
　　同 ・ 雇用環境改善・推進指導官

山脇りかこ 氏

弘　前　支　部
〇会議
役員会　・平成28年４月14日（木）　18：00 ～
　　　　・弘前市総合学習センター
　　　　・定時総会について

役員会　・平成28年６月１日（水）　17：30 ～
　　　　・�土手町コミュニティーパーク内　

「ドテリア」
　　　　・本年度行事予定について

〇平成28年度弘前支部総会
日時：平成28年５月12日（木）　16：45 ～
場所：弘前パークホテル
出席者数：会員参加数14名　各署所参加数４名

議事
１号議案　平成27年度事業実施報告の件
２号議案　平成27年度決算報告の件
３号議案　会計監査報告の件
４号議案　平成28年度事業実施計画案審議の件
５号議案　平成28年度予算案審議の件

〇行事
・士業ＰＲ新聞広告
　平成28年６月14日　陸奥新報掲載

八　戸　支　部
〇平成28年度八戸支部総会
日時：平成28年４月22日（金）17：20 ～
場所：八戸プラザホテル　グレースホール
出席者数：21名

議事
第１号議案　平成27年度事業報告　承認の件
第２号議案　�平成27年度収支決算書等
　　　　　　承認の件　監査報告
第３号議案　�平成28年度事業計画書案　審議の件
第４号議案　�平成28年度収支予算書案　審議の件

む　つ　支　部
〇平成28年度むつ支部総会
日時：�平成28年５月13日（金）18：00 ～
場所：ホテルニューグリーン
出席者：12名

議事
第１号議案　平成27年度事業報告承認の件
第２号議案　平成27年度収支決算承認の件
第３号議案　平成28年度事業計画（案）承認の件



第４号議案　平成28年度収支予算（案）承認の件
第５号議案　その他の件

十 和 田 支 部
〇監査会
日時：平成28年４月21日（木）13：00～13：30

〇第１回役員会
日時：平成28年４月21日（木）13：30 ～

議題
十和田支部総会議案書の確認および総会開催
準備について

〇平成28年度十和田支部総会
日時：平成28年５月12日（木）16：00 ～
場所：サンロイヤルとわだ
出席者数：15名
議決書または委任状提出者数：８名

議事
議案第１号　平成27年度事業報告承認の件
議案第２号　�平成27年度収支決算報告承認に

関する件

監査報告
議案第３号　�平成28年度事業計画 （案）　承認

に関する件
議案第４号　�平成28年度収支予算 （案）　審議

に関する件
議案第５号　支部規約変更に関する件

五所川原支部
〇平成28年度五所川原支部総会
日時：平成28年５月11日（水）16：00 ～
場所：立佞武多の館５階会議室２
出席者数：８名

議事
第１号議案　平成27年度事業報告について
第２号議案　平成27年度収支決算報告について
第３号議案　平成28年度事業計画案について
第４号議案　平成28年度予算案について
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事務所訪問

―開業の経緯は？
　葛西会長から社会保険労務士の受験を勧められた大学の後輩と一緒に、社会人になってから試
験に挑戦しました。
　それから五所川原サポートオフィスで少し実務経験をさせていただき試験に合格し、平成25年
12月１日に開業登録しました。

―近況について
　私は社会保険労務士の先輩方やお客様に恵まれているおかげで、だんだんと仕事ができるよう
になってきたと感じます。特に日々のお客様との関わりの中で多くの学びがあります。まだまだ
至らないところが多々ありますが、皆さんに感謝して仕事をしています。

―モットーについて
　お客様に「フットワークが軽いなぁ」と思ってもらえる社会保険労務士です。
　私はまだまだ知識や経験など不足していることが多々ありますので、そこを補えるように迅速
かつ確実な仕事を心がけています。

―趣味は？
　昨年より事務所の先輩２人と通っているジムでの筋トレです。先輩２人はジムに通い始めて体
重が増えたらしいのですが、私はモリモリ筋肉がついてきたことが嬉しく、周りの方々に体を触
らせては迷惑がられています（笑）
　座り仕事で飲み会も多いと思いますので、先輩方も運動して健康になりましょう。

今回の事務所訪問は五所川原支部の川口大輔さんにお話を伺いました。

五所川原サポートオフィス
〒037-0036  五所川原市中央4-82
TEL 0173-26-6681　　FAX 0173-26-6682
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【議事】	 	
⑴　平成28年度通常総会議案書（案）の審議
⑵　雇用保険照合省略指定申請に係る推薦について

【議事事項】	
⑴　平成28年度定期大会議案書（案）の審議

【議事】	
⑴　年金相談窓口委託事業関係について
⑵　要望事項等について
⑶　その他

【議題】
⑴　�平成27年度事業報告書及び決算報告書の承認
に関する件

⑵　�平成28年度事業計画案及び収支予算案審議に
関する件

⑶　各単会からの提案・協議事項に関する件
⑷　その他、当面の諸問題について

【議題】
⑴　�各単会からの提案事項及び要望事項に関する件
⑵　その他
【報告事項】	
⑴　全国社会保険労務士会連合会からの報告
⑵　連合会各委員会委員からの報告
⑶　その他

【議題】
⑴　�平成27年度運動報告・決算報告
⑵　平成28年度運動方針・予算（案）について
⑶　�各道・県政連からの提案事項及び要望事項について
⑷　その他

【議事】
⑴　�平成28年度各委員会の事業計画に係る承認の件
【報告事項】	
⑴　50周年積立金勘定に係る報告
⑵　平成27年度特別会計報告
⑶　社労士制度推進月間における活動予定について
⑷　�事業者からの健康診断に関する記録の提供に
係る同意書の取得業務への協力について

⑸　特別研修（中央発信講義）について

第1回
理事会
日時／平成28年４月19日（火）13：00～14：10
場所／ホテル青森「孔雀の間」

第1回
幹事会
日時／平成28年４月19日（火）14：30～15：10
場所／ホテル青森「孔雀の間」

第1回
三役会
日時／平成28年６月21日（火）11：00～
場所／ホテル青森「桜の間」

県会
通信

平成
28年度

年金事務所連絡会議
日時／平成28年６月７日（火）14：00～
場所／青森年金事務所

平成
28年度

北海道・東北地域協議会春季会長会議
日時／平成28年６月16日（木）13：30～ 14：50
場所／福島県　裏磐梯ロイヤルホテル

平成
28年度

北海道・東北地域協議会春季定例会
日時／平成28年６月16日（木）15：00～ 17：00
場所／福島県　裏磐梯ロイヤルホテル

平成
28年度

春季北海道・東北地域連絡会
日時／平成28年６月17日（金）9：00～ 10：30
場所／福島県　裏磐梯ロイヤルホテル

今後の研修予定
⃝平成28年9月23日（金）　	
　�平成28年度北海道・東北地域協議会主催　東北北部３
県労務管理研修会　ホテル青森
⃝平成28年９月24日㈯・25日㈰・10月１日㈯・２日㈰・８日㈯
　平成28年度特別研修（中央発信講義）
　青森県社会保険労務士会館
⃝平成28年10月28日（金）
　青森県社会保険労務士会　第１回研修会　ホテル青森
⃝平成29年３月11日（土）
　平成28年度倫理研修会　青森県総合社会教育センター

※この保険は、全国社会保険労務士会連合会を契約者とする社会保険労務士賠償責任保険です。詳細は、ご加入後に加入者証とともにお送りい
たします保険約款によりますが、ご不明な点がありましたら取扱代理店または引受保険会社におたずねください。

社会保険労務士賠償責任保険制度  中途加入のご案内
　保険期間　  平成27年12月１日午後４時～平成28年12月１日午後４時（１年間）
毎月中途加入（毎月10日締切、補償期間は締切日の翌月１日午後４時～平成28年12月１日午後４時）受付中
ご希望の方は取扱代理店までパンフレット、加入依頼書をご請求ください。

取扱代理店　　有限会社エス・アール・サービス　☎03-6225-48733
引受保険会社　東京海上日動火災保険株式会社（幹事保険会社）（担当）広域法人第二課　☎03-3515-4153

有限会社エス・アール・サービスホームページ　http://www.sr-service.jp/
社労士専用ページログインID：2015sr　　パスワード：4873hoken
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株式会社パシフィックシステム 

〒106-0044 東京都港区東麻布1-5-8 TEL03(5572)6700 FAX03(5572)6701 

 

http://www.psd-soft.com/sr 

 

 
 

マイナンバー対応 ＰＳＤ社会保険労務士 
 

社会保険労務士 

サポートシステム 

『マイナンバー管理』・『e-Gov 電子申請』・『大規模 LAN』・『給与ソフト連動』 

— 給与ソフトと連動し、申請書をかんたん作成！離職証明書も手早く電子申請可能です — 

＜ご使用の給与ソフト＞ 

〇給与奉行 

〇ＰＣＡ給与 

〇給与大臣 

〇給料王 

〇MJSLINK 

〇弥生給与 

〇給与KID 

データ連動 

社員マスタ 

給与データ 

賞与データ 
＜PSD 社会保険＞ 

  

＜申請書作成＞ 

  
＜電子申請＞ 

＜印字＞ 

  

＜個人番号 取扱い記録＞ 

 

機能 

概要 

・「社会保険処理」 ・「雇用保険処理」・「労災保険処理」 

・「労働保険申告処理」・「磁気媒体申請処理」  

・「電子申請処理（一括申請）」・「一括有期処理」 

・「データ連動処理」 

資料請求・お問い合わせはお気軽にどうぞ 
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氏　　名 支部 種別 退会日

菅野　　昭 八戸 開業 H28.３.31

平田　京子 青森 開業 H28.３.31

櫻庭　鐵香 弘前 開業 H28.３.31

【退会者】

平成28年 7月 1日現在会員数
支部名

会員種別 青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原 合　　計

開　　　業 56 24 37 11 20 11 159
非　開　業 14 9 10 3 6 0 42
合　　　計 70 33 47 14 26 11 201

氏　　名 種　別 入会日 住　　　　　　　所 TEL・FAX

坂
サカ

本
モト

　貞
サダ

穂
ホ

非開業 H28.４.15 〒030－0813　青森市富田5丁目34－36 TEL 090－4479－8398

長
オサ

内
ナイ

　真
シン

一
イチ

非開業 H28.６.１
青森県社会保険労務士会 TEL 017－773－5179
〒030－0802　青森市本町5丁目5－6 FAX 017－775－1428

中
ナカ

村
ムラ

　貴
タカ

志
シ

開業 H28.６.１
中村貴志社会保険労務士事務所

TEL 090－8922－9478
〒038－0042　青森市新城平岡259－82

【入　会　者】

氏　　　名 変　　　　更　　　　内　　　　　容
伊　藤　昭　治 事務所の所在地 〒034－0014　十和田市東二十一番町31－28　コーポにじC号
佐　藤　博　子 事務所の名称 ソフィア社会保険労務士事務所
菅　野　俊　介 事務所の名称 社会保険労務士かんの事務所

工　藤　政　裕
事務所の名称 工藤経営労務管理事務所
事務所の所在地 〒031－0833　八戸市大字大久保字行人坂31－13
事務所の電話・FAX番号 TEL 0178－38－1638　　FAX 0178－32－0814

福　士　雅　子
事務所の所在地 〒030－0958　青森市月見野1丁目7－12
事務所の電話・FAX番号 TEL 017－743－8652　　FAX 017－762－7374

十日市　次　男
住 所 〒031－0114　八戸市南郷中野字沢向8－11
電 話 番 号 TEL 0178－84－4616

工　藤　與志正
事務所の所在地 〒030－0822　青森市中央1－21－9
事務所の電話・FAX番号 TEL 017－757－8605　　FAX 017－757－8607

【諸　変　更】

氏　　名 種　　別 変更年月日

赤平　智子 非開業（勤務）→
開業（その他） H27.11.６

大湊政五郎 開業→
非開業（その他） H28.３.１

福田　誠一 非開業（勤務）→
非開業（その他） H28.４.１

三上　　覚

非開業（その他）
→開業 H28.５.１

三上覚社会保険労務士事務所
〒030-0822　青森市中央2丁目1－20　久保ビル3F
TEL 017－777－1628　FAX 017－777－1629

齋藤　幸子 開業→
非開業（その他） H28.６.１

【種別変更】
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　花火の季節！今年も県内各地で八月の花火大会が催されますね。１日浅
虫温泉・３日五所川原・７日青森・14日十和田市・16日鶴田町・20日藤崎町・
21日八戸などなど。

「人生は花火のようだ」とはある小説の一文。人生が花火のように儚いかどうかは、人生をどう捉え
どう生きるかで決まるものであり全ては自分次第！というのが小説のテーマのようですが…。
今年の夏はこんなことでも深ぁ～く想いつつ花火を楽しもうかな～。ビール飲みながら。　　（道）

（弘前支部）
岡　　基世

（青森支部）
中村　貴志

（青森支部）
坂本　貞穂

　平成28年２月に入会致しました、岡基世と申します。非開業にて登録させ
て頂いております。社労士として地域の皆様にお役に立てるよう、日々努力
を重ねていく所存です。また、研修にも積極的に参加させて頂き、普段なか
なかお会いすることのできない他の諸先輩方ともご交流させえて頂ければ幸
いです。
　未熟者ではございますが、ご指導ご鞭撻のほど、何卒宜しくお願い申し上
げます。

　平成28年６月に再入会しました中村貴志（なかむら　たかし）です。一昨
年度、東京に転居する事情があり一度退会しましたが、帰青した後今年３月
に17年間勤務していた社会福祉法人を退職し、開業社労士として歩んでいく
道を選びました。
　ご活躍されている諸先輩方に少しでも近づけるように日々経験を積み重ね
ながら、自分のスタイルを確立していけたらと思っております。
　趣味は、ゴルフ、フットサル、旅行等です。よろしくお願いします。

　平成28年４月に入会させて頂きました坂本貞穂と申します。現在は会社勤
務を致しております。仕事柄、従業員の労働時間の管理、非正規社員の労働
契約の締結、更新などを行っているため、正しい知識の修得、研鑽に努める
機会をいただきたく思い、この度非開業登録をさせていただきました。
　将来的には開業登録をし、地域の皆様の幸せに少しでも貢献できれば大変
うれしく思います。皆様どうぞよろしくお願いいたします。

会費納入のお願い
社労士会の運営は、会員の皆様の会費によって支え
られています。会費納入は会員の義務です。
会費の最終納期は　　　　　　　　　　　 となっております。
納め忘れの方は、早めにお願いします。

10月31日（月）


